
令和７年度 徳島県立文書館協議会 次第 

      

                                日 時： 令和７年９月１１日（木） 

                                      午前１０時から 

                                場 所： 徳島県立文書館 ２階 講座室  

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 館長挨拶 

 

３ 委員自己紹介・職員紹介 

 

４ 会長・副会長選任 

 

５ 議 事 

（１）令和６年度事業実績について  

（２）令和７年度事業計画について 

（３）その他 

 

６ 閉  会 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

  資料１  令和６年度徳島県立文書館事業実績 

  資料２  令和７年度徳島県立文書館事業計画及び実績  

   参考   規則等 
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四国大学文学部教授
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徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授
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鳴門教育大学大学院学校教育研究科教授

舩井　由美子
ふ な い ゆ み こ

公益社団法人三木文庫学芸員
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海陽町立博物館学芸員
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公募委員

徳島県立文書館協議会委員名簿
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資料１
令和６年度徳島県立文書館事業実績

１ 来館者数
年 度 文書館 文化の森全館

平成 ２年度(５か月間) １７，５４０人 ６０３，９３７人
３年度 ２７，３３３人 ７９２，８４２人
４年度 １９，２９７人 ７１３，０７５人
５年度 １７，８５６人 ６６７，９０１人
６年度 １９，８２５人 ６４７，２４９人
７年度 ３５，０７８人 ７９２，９１５人
８年度 １９，５９３人 ７１３，７５０人
９年度 １９，７９６人 ６９８，６１６人

１０年度 ２３，３１６人 ７２３，２６７人
１１年度 ２６，７０５人 ７６５，９８２人
１２年度 ４５，３００人 ７６７，７６０人
１３年度 ２６，２６３人 ７５１，８５１人
１４年度 ２５，６２５人 ８６８，３６６人
１５年度 ２７，４３６人 ８６５，４９８人
１６年度 ３３，０５６人 ９２４，４４４人
１７年度 ３９，４５４人 ８６０，０３７人
１８年度 ３５，０８９人 ８２７，６９９人
１９年度 ２４，２１５人 ８７８，６３９人
２０年度 ２７，１７７人 ７６２，４０３人
２１年度 ２５，８５１人 ８３７，３７１人
２２年度 ３２，９４８人 ７９２，９６２人
２３年度 ２５，１８３人 ７５９，９５６人
２４年度 ２７，５１６人 ７０３，１８７人
２５年度 ２９，１３３人 ６６９，２８２人
２６年度 ３６，２２１人 ７０９，７９８人
２７年度 ３６，３９７人 ７９２，１２２人
２８年度 ４３，８１６人 ９３７，１１６人
２９年度 ４０，３６４人 ８１４，８１６人
３０年度 ４１，６１２人 ８６１，１２１人
３１年度 ４６，９６９人 ８７７，９２２人

令和 元年度
２年度 ２４，１２１人 ６２５，４００人
３年度 ４０，２８１人 ６２７，８７９人
４年度 ４５，５４１人 ６７７，９０５人
５年度 ３１，６９５人 ６２７，４４８人
６年度 ４３，１４０人 ６９２，６６５人
累 計 １，０８０，７４２人 ２６，６３３，１８１人

２ 企画展示事業
（１）令和５年度よりの残事業

①文書館の逸品点「公文書を残す」
令和６年１月３０日～令和６年４月２１日（１７日）
入館者数 １，１８８人＜４月１日より４月２１日まで＞

（２）令和６年度の企画展
①第６８回企画展「折り込みチラシに見る徳島の３０年」
令和６年４月２３日～８月４日
入館者数 ８，０６２人
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②第６９回企画展「徳島が高知県だったころ」
令和６年８月６日～１０月２７日
入館者数 ６，７２２人

③第７０回企画展「お役人様がやってきた！」
令和６年１０月２９日～令和７年１月２６日
入館者数 ５，３３６人

④第７１回企画展「花ひらく阿波の興行」
令和７年１月２８日～令和７年４月２０日
入館者数 ４，５２９人（令和７年３月末まで）

（３）共催展示
①「文書館収蔵資料に見る『入学・卒業』」

・令和６年４月２日～４月２１日
・徳島県立二十一世紀館との共催
・徳島県立二十一世紀館Ｕ字型展示ケースを使用

②「折り込みチラシに見る徳島の３０年」（第２会場）
・令和６年４月２３日～８月４日
・徳島県立二十一世紀館との共催
・徳島県立二十一世紀館Ｕ字型展示ケースを使用

（４）出張展示
当館の収蔵資料を県内の各地で展示・紹介する取組を行っている。
令和６年度は実施せず。

３ 教育普及事業
（１）郷土の歴史や文化に関する講座を開催し、県民に生涯教育の場を提供した。

①古文書講座
ア 古文書講座（初級）
・令和６年５月１１日～９月２８日 第２・４土曜日（計１０回）
・募集定員４０人程度
・館所蔵の史料を利用して、古文書等の基礎的知識の習得及び解読能力の向上をは
かった。

・参加者延べ ３００人
・講座内容は以下のとおり
① 開講式・入門講座
② 和本を読む（仮名文字と言い回し）

－「阿波名所図会」を読む１－
③ 和本・書軸を読む（文字に慣れる）

－「阿波名所図会」を読む２－
④ 江戸時代の文体に慣れる１

－徳島の古文書を読む会刊行の史料集を読む－
⑤ 江戸時代の文体に慣れる２

－徳島の古文書を読む会刊行の史料集を読む－
⑥ 古文書の文字に慣れる１

－地域に残る古文書を読む－
⑦ 古文書の文字に慣れる２

－地域に残る古文書を読む－
⑧ 古文書の辞書を使う１

－証文・切手を読む－
⑨ 古文書の辞書を使う２

－証文・切手を読む－
⑩ 書簡を読む・閉講式（修了証授与）
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イ 古文書講座（中級）
・令和６年１０月１２日～令和７年１月２５日 隔週土曜日 （計８回）
・募集定員４０人程度
・当館の古文書講座（初級）の修了者を対象に、徳島県内の史料等を利用して、
古文書についてさらに深く知りたいという人々の要望に応えた。

・参加者延べ １９９人
・講座内容は以下のとおり
① 「村々における宗門改めについて」
② 「公儀のお役人様がやってくる！パートⅠ」
③ 「江戸時代の触書を読む －菜種・綿実の移入禁止－」
④ 「江戸時代の博奕関係資料を読む」
⑤ 「江戸時代の阿波の綿作関係資料を読む」
⑥ 「公儀のお役人様がやってくる！パートⅡ」
⑦ 「金磯新田開発文書を読む」
⑧ 「暇証文あれこれ」

②文書館歴史講演会
阿波国や徳島県の歴史に関する講演会を、外部講師を招いて開催した。

・令和６年１０月５日（土）
・演 題 「“水”から見る徳島藩領の村落」
・講 師 東京都江戸東京博物館学芸員 小酒井 大悟氏
・参加者 ３４人

③展示解説
企画展・資料紹介展の展示講演会・展示解説を開催することによって、展示内容や

時代背景などをより深く知りたいという人々の要望に応えた。

① 文書館の逸品点「公文書を残す」
展示解説(3) 令和６年 ４月 ７日（日） 参加者 １０人

② 第６８回企画展「折り込みチラシに見る徳島の３０年」
展示解説(1) 令和６年 ５月１９日（日） 参加者 １３人
展示解説(2) 令和６年 ６月 １日（土） 参加者 １８人
展示解説(3) 令和６年 ７月２６日（金） 参加者 １２人

③ 第６９回企画展「徳島が高知県だったころ」
展示解説(1) 令和６年 ８月１７日（土） 参加者 １３人
展示解説(2) 令和６年 ９月２０日（金） 参加者 ２８人
展示解説(3) 令和６年１０月１４日（月祝） 参加者 ２９人

④ 第７０回企画展「お役人様がやってきた！」
展示解説(1) 令和６年１１月１５日（金） 参加者 １８人
展示解説(2) 令和６年１２月 ７日（土） 参加者 ２２人
展示解説(3) 令和７年 １月１９日（日） 参加者 １８人

⑤ 第７１回企画展「花ひらく阿波の興行」
展示解説(1) 令和７年 ２月１４日（金） 参加者 １５人
展示解説(2) 令和７年 ３月２３日（日） 参加者 １５人

（２）文書資料保存に携わる職員等や民間の古文書所蔵者を対象に、資料保存に関する知識
を提供している。
①古文書保存講座
令和６年度は館の事情のため実施せず。

（３）ボランティア活動
①古文書補修ボランティア・同養成講座
・毎月２回（第１・第３水曜日）
・参加者延べ ２８６人（１日平均１２人程度）
・文書館収蔵古文書の補修を行った。

- 5 -



（４）文書館活動の内容や研究成果を発表・報告した。
①「文書館年報」第２７号 令和６年 ９月１１日発行
（※第２１号より当館ホームページ掲載のみに移行）

② 図録「折り込みチラシに見る徳島の３０年」 令和６年 ４月２３日発行
③ 図録「徳島が高知県だったころ」 令和６年 ８月 ６日発行
④ 図録「お役人様がやってきた！」 令和６年１０月２９日発行
⑤ 図録「花ひらく阿波の興行」 令和７年 １月２８日発行

（５）その他の教育普及事業
①文書館ウィーク

例年、中国・四国地区の各文書館・公文書館では，公文書館法施行の記念日であ
る６月１日からの１週間を「文書館（アーカイブズ）ウィーク｣として、各種イベン
トを開催している。令和６年度は当該期間中に、開催中の展示についての解説を実
施した。

②教員のための文書館活用講座
平成２８年度より、県内の中学校社会科・高校地歴科教員を対象に開講し、文書

館資料を地域史学習の教材として活用するヒントやノウハウを伝えている。令和３
年度からは教職を目指す大学生・大学院生も対象に募集を行った。令和６年度は館
の事情により開催せず。

③公文書管理・保存講座
例年、主に県内自治体の職員を対象に開講し、公文書の保存と活用の重要性を伝

えている。令和６年度は館の事情により開催せず。

４ 調査研究事業
（１）県内外に所在する本県関係の古文書や公文書など貴重な歴史資料の調査・収集、市町

村所蔵史料の整理支援を進めた。
【資料調査・収集先】
・徳島市立加茂名小学校（徳島市）
・徳島県農林水産総合技術支援センター（海部郡美波町）
・徳島県立池田高等学校辻校（三好市）
・湯浅家（徳島市）
・阿南市立椿町中学校（阿南市）
・近藤家（名西郡石井町）

（２）県内資料の所在調査及び情報収集を円滑に行うため県内各地域に資料調査員を置き、
情報収集に努めている。また、文書館資料調査員会議を年１回開催している。令和元年
度より令和４年度までは開催できなかったが、令和５年度は、令和６年３月１９日に開
催することができた。令和６年度は館の事情により開催せず。

（３）文書館関係の情報交換及び研修をはかった。
①全国公文書館長会議（東京都） １名参加
②国立公文書館主催アーカイブズ研修Ⅱ（オンライン） ２名参加
③全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）近畿部会運営委員会
（オンライン） ２名参加

④全史料協第１回大会・研修委員会（オンライン） ３名参加
⑤国際アーカイブズ週間記念講演会（東京都） １名参加
⑥全史料協近畿部会総会および第 170 回例会（滋賀県立公文書館） １名参加
⑦全史料協第２回大会･研修委員会（仙台市） ２名参加
⑧全史料協近畿部会総会および第 171 回例会（神戸まちづくり会館） ６名参加
⑨中国・四国地区文書館等職員連絡会議（広島市） １名参加
⑩徳島県博物館協議会研修会（阿波木偶文化資料館ほか） １名参加
⑪全史料協第 50 回全国（仙台）大会（仙台市） ３名参加
⑫東京文化財研究所主催フォーラム（オンライン） ３名参加
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⑬全史料協第４回大会・研修委員会 ３名参加
⑭全史料協役員会（あまがさきアーカイブズ） １名参加
⑮全史料協近畿部会運営委員会（オンライン） １名参加

※なお、徳島県立文書館は令和５年度より２年間、全史料協大会・研修委員会の事
務局として、令和５年度に東京、令和６年度に宮城県仙台市で開催した全史料協
全国大会の準備や運営、会計などの事務全般を担った。

５ 資料収集整理
古文書、公文書及び行政資料など歴史的文化的価値のある文書を広く収集するとともに、

整理保存を行い、閲覧等の利用に供した。

（１）整理状況

種 類 令和６年度末
公 文 書 ２６，６９５
古 文 書 ２３６，８２７
行政資料 図書普通 ６４，０１３

図書大型 １，０３８
逐次刊行物 ７，４１２
一枚物 ７９３
地図 ４６９
図面 ８
ポスター ６，２６３
フィルム ３２０
ビデオカセット ５９５
テープ １９０
マイクロフィルム ２，００８
光ディスク １６６
その他 ４３
計 ８３，３１８

図 書 １２，２７７
古 写 真 １３，５７６
そ の 他 ０

※新たな業務システムへの以降に伴い種類の分け方が変わりました。

（２）令和６年度寄贈・寄託資料等
・林家文書 （１，６８７点）
・満石家文書（２，０１７点）
・井内聡家文書 （９７点）

（３）令和６年度公開古文書
・西野・多田家文書（９，７２９点）
・満石家文書 （１，４６９点）
・村井家文書 （５１３点）

６ 文書館への視察・インターンシップ等の受け入れ
・徳島市立高等学校生徒（インターンシップ）
・徳島県職員希望学生による 1day サマーチャレンジおよびサマープログラム（インタ
ーンシップ）

・徳島県立城東高等学校生徒（資料閲覧）
・愛媛県職員（館内見学）
・全史料協大会・研修委員（館内見学）
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７ 講座・講演会への出講・出前授業派遣・学術会議への招へい等
・阿波学会総合学術調査
・阿波の歴史を小説にする会
・歴史文化倶楽部月例講座
・美馬市古文書講座
・徳島県祭り・行事に関する調査委員会
・シルバー大学院
・シルバー大学校
・東北大学アーカイブズ学研究演習
・吉野川学識者会議
・徳島市史講座
・学芸員養成科目（資料保存論・普及活動）
・鴨島公民館講座
・海陽町立博物館古文書読み方講座

８ 新文書館システム構築事業
公文書管理条例や電子公文書の受け入れに対応するため、新たな業務システムを構築

し、令和７年３月から稼働した。
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資料２

令和７年度 徳島県立文書館事業計画及び実績

令和７年度当初予算額 １５，８６８千円
（文書館システム構築事業5,654千円を含む）

令和６年度当初予算額 ２１，５１６千円
（新文書館システム構築事業14,985千円を含む）

１ 一般管理費 １，６２２千円（前年度 １，１７９千円）
文書館協議会の開催、各種機器の保守点検の実施等、館全体の管理運営を行う。

２ 企画展示事業 ２，５８７千円（前年度 １，５８７千円）
（１）企画展

徳島県の歴史や文化に関するテーマについての展示を、約３か月を会期とし
て年４回開催する。展示ごとに図録を作成し、郷土の歴史や文化に対する県民
への発信を行う。

①第７２回企画展「徳島と博覧会」
令和７年４月２２日～８月３日
令和７年に開催される大阪・関西万博に寄せて、これまで様々な地域で催

されてきた歴史的な博覧会について、文書館収蔵資料を通じて紹介する。

②第７３回企画展「藍商と化政文化－春足文書繙けば－」
令和７年８月５日～１０月２６日
江戸時代に活躍した藍商たちは、阿波の経済のみならず文化の発展にも寄

与した。狂歌師として活躍した藍商「遠藤春足」の筆跡を中心に、阿波での
文化の広がりについて紹介する。

③第７４回企画展「徳島の旧制中学校－県立徳島中学校創立150年に寄せて－」
令和８年１０月２８日～令和８年１月２５日
旧制徳島中学校（現徳島県立城南高等学校）の創立１５０周年に寄せて、

脇町・富岡など各地に創設された徳島の旧制中学校について、文書館収蔵資
料と各校から借用した資料等を通して紹介する。

④第７５回企画展「出発のランドマーク－橋から始まる冒険－」
令和８年１月２７日～令和８年４月２６日 ※2/16～2/26は休止
橋とは両岸をつなぐのみならず、それぞれに個性があり、別世界に入り込

むようなドキドキワクワクをを与えてくれる。文書館収蔵資料を通して、徳
島の各地にかかる橋について紹介する。
（改修工事中のため、県立図書館での実施を計画中）

（２）出張展示
当館の収蔵資料を県内の各地で展示・紹介する取組を行う。

（３）共催展示（実施済を含む）
他機関との共催で、文書館の収蔵資料を展示・紹介する。

①「戦後８０年」戦争の記憶を次世代へ （主催：徳島市）
期間 令和７年７月２３日～８月１５日
場所 徳島市立図書館
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３ 教育普及事業 ５７９千円（前年度 ５７９千円）
（１）郷土の歴史や文化に関する講座を開催し、県民に生涯学習の場を提供する。

①古文書講座
・収蔵資料を利用し、古文書等の基礎的知識の習得及び解読能力向上を図る。
・令和７年５月～令和７年１月
初級全１０回・中級全８回 計１８回実施予定

・令和６年８月末現在、古文書講座（初級）第８回まで終了

②文書館歴史講演会
例年、当館の企画展に合わせた内容や、徳島県内の史料を用いた講演会を

企画している。令和７年度は現在企画中。

③展示解説
企画展の期間中に３回実施。展示内容や時代背景などについて解説を行う。

（２）文書資料保存に関する知識を伝える。
①古文書保存講座

市町村の古文書保存担当者や古文書所有者等を対象とした、歴史資料保存
のための知識を普及するための講座

②古文書補修ボランティア養成講座
・毎月第１、第３水曜日
・補修ボランティアとしての活動を希望する方を対象とした養成講座

③公文書管理・保存講座
・主に県及び市町村職員を対象とした、公文書の保存管理を学ぶ講座

（３）教育機関との連携をはかる。
①教員のための文書館活用講座
・中学校・高等学校の社会科・地歴科教員と教員を目指す大学生・大学院生
を対象に、文書館資料の授業への活用について解説している。

・令和７年度は８月７日に実施し、現役教員２名・大学院生２名の参加があ
った。

②出前授業
・学校現場との連携を深めるため、積極的に案内している。
・学校現場ではないが、令和７年度は７月２３日に、初めて放課後児童クラ
ブにて講座を行った。

③校外学習・インターンシップの受入（実施済を含む）
・県担当課や教育機関からの依頼により実施している。
・令和７年度は、県職員への就職を希望する大学生を対象とした「1dayサマ
ーチャレンジ」が８月に実施され、２名の大学生が当館の業務を体験した。

④学生ボランティアの受入（実施済を含む）
・年４回のフェスティバル行事の準備・運営の手伝いを募集する。
・令和７年度は、５月開催の「文化の森こどもの日フェスティバル」の準備
および運営に延べ５名の学生が参加した。
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⑤学芸員養成科目・シルバー大学校・シルバー大学院への出講（実施済を含む）
・徳島県と徳島大学・鳴門教育大学・四国大学との間の協定に基づき、開講
している学芸員養成科目において、令和７年９月９日に「類縁機関におけ
る資料保存」の講義を担当した。

・シルバー大学校では、従来から歴史的分野の講座を当館職員が担当して
いるが、令和７年度からは、文書館の業務と資料保存に関する講座「はじ
めての文書館」も行うこととした。

（４）文書館の活動をアピールする。
①文書館ウィーク

中国・四国地区の各文書館・公文書館では、公文書館法施行の記念日であ
る６月１日からの１週間を「文書館（アーカイブズ）ウィーク｣として、各
種イベントを開催している。
令和７年度は、６月１日に徳島県博物館協議会主催の「アワカルト講座（文

と武）」を館内講座室にて実施し、６月６日に当時開催中の企画展「徳島と
博覧会」の展示解説を実施した。

②戦後８０年文書館ナトコ映画祭
・令和７年８月２２・２３日、県立二十一世紀館ミニシアターにて実施。
・ＧＨＱの占領政策の一環として、戦後、日本各地で巡回上映されたＣＩＥ
教育映画（通称「ナトコ映画」）。当館が所蔵する作品の中から各日４作
品ずつ上映した。

・参加者延べ１９人。
・これまで、戦後６０年、６５年、７０年、７５年にも実施している。

③文化の森こどもの日フェスティバル
・令和７年５月５日に実施。
・当館では「牛乳パックをリサイクルしてオリジナルはがきを作ろう」
・「徳島の歴史パズル」・「くずし字クイズ“古文書仮面からの挑戦状！”」
を実施した。

④文化の森サマーフェスティバル
・令和７年８月１１日に実施。
・当館は「和紙を使ったオリジナルうちわ作り」・「くずし字クイズ“古文
書仮面からの挑戦状！”」を実施した。

⑤文化の㉟森よるあそび
・令和７年９月１９日に実施予定。
・文化の森開園３５年を記念して通常閉館している夜間に一夜限りのイベン
トを開催する。当館では、写真上映"レトロ"～昭和の徳島～を実施予定。

⑥文化の森秋祭り
・令和７年１１月３日に実施予定。
・当館では、クイズに答えながら館内を巡る「文書館クエスト」を開催予定。

⑦文化の森ウィンターフェスティバル
・令和８年２月１１日に実施予定。
・文化の森各館共催でワークショップなどを実施する。（内容は協議中）
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（５）古文書補修ボランティア
・毎月第１・第３水曜日に開催。
・文書館所蔵資料の補修を行う。
・令和７年４月～８月の平均参加者は１０名程度（見学者含む）

（６）「徳島の古文書を読む会」の活動支援
〈「徳島の古文書を読む会」について〉
平成３年、当館主催の古文書講座の修了生によって結成された。現在、約

９０名の会員が７班に分かれ、毎月１回、文書館で古文書解読を行っている。
県内外の各種機関がもつ歴史資料に触れる臨地見学会や、県内の他の古文書
解読サークルとの合同学習会も実施し、例年、総会の際には講演会も行って
いる。平成１６年からは史料集の作成に着手し、これまでに、合計１６冊を
刊行している。

（７）「文書館年報」「文書館だより」等を作成する。
※「文書館年報」は第２１号より、「文書館だより」は第４３号より、当館
ホームページの掲載のみに移行している。

４ 調査研究事業 １，１４０千円（前年度 １，１４０千円）
①文書館収蔵資料の調査研究を行うとともに、県内外に所在する公文書や古文
書など貴重な歴史資料の調査・収集を進め、その成果として研究紀要等の刊
行を行う。

②資料調査員を置き、県内資料の所在調査および情報収集を行う。
③各種研修会等に参加し、文書館職員としての知識や技術の習得と向上を図る。
④県内大学や研究機関等との連携による資料整理を行う。

５ 資料収集整理事業 ２，０４６千円（前年度 ２，０４６千円）
①公文書や古文書など歴史的文化的価値のある資料を広く収集すると共に、整
理・保存を行い、閲覧等の利用に供する。

②歴史資料のうち現物の収集ができないものは、デジタル撮影等により複製物
を作成する。

６ 資料保存設備改修事業 ２，２４０千円（新規）
資料のくん蒸に使用していた薬品（エキヒュームＳ）の販売が令和６年度末で

終了したため、炭酸ガスによるくん蒸に切り替えることとし、既存設備の改修工
事を行う。

７ 文書館システム構築事業 ５，６５４千円（前年度 １４，９８５千円）
前年度に引き続き、新たな業務システムの構築を進める。
前年度は、館内での利用と職員の業務支援に係る部分を構築した。本年度は、

利用手続きのオンライン化や目録と資料画像との連携表示、マルチデバイスへの
対応など、利用者向け機能の整備を行う。

８ 長寿命化改修工事（※予算執行及び工事の所管は営繕課）
老朽化により館内の複数箇所で雨漏りが常態化しているため、修繕工事を行う。
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参考資料

徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成2年3月26日･徳島県条例第11号）〈抄〉

（協議会）

第７条 知事の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協

議会の所掌事務は、それぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。

協議会の名称 所掌事務

徳島県立文書館協議会 文書館の運営に関し館長の諮問に応ずるととも

に、知事に対して意見を述べること。

２ 協議会は、委員１０人以内で組織する。

３ 徳島県立図書館協議会、徳島県立博物館協議会、徳島県立近代美術館協議会及

び徳島県立鳥居龍蔵記念博物館協議会の委員は、学校教育及び社会教育の関係者、

家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者のうちから任命す

るものとする。

４ 徳島県立文書館協議会及び徳島県立二十一世紀館協議会の委員は、学識経験の

ある者及び関係行政機関の職員のうちから、知事が任命する。

５ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。

６ 委員は、再任されることができる。

７ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則

で定める。
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徳島県立文書館協議会規則（令和2年3月24日･徳島県規則第42号）

（趣旨）

第１条 この規則は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例(平成二年徳島県条例

第十一号)第七条第七項の規定に基づき、徳島県立文書館協議会(以下「協議会」

という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（会長及び副会長）

第２条 協議会に、会長及び副会長各一人を置く。

２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。

（会議）

第３条 協議会の会議は、会長が招集する。

２ 協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。

３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。

（雑則）

第４条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が

協議会に諮って定める。
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